高浜市多文化共生推進プラン概要資料２　


１．策定の背景・目的　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
〇高浜市は現在愛知県内で最も人口に占める外国籍市民の割合が高い
〇近年日本人市民は減少し、外国籍市民は増加している
〇令和3年度に外国籍市民の相談窓口である多文化共生コミュニティセンターを開設した
〇外国籍市民に向け、日本語教室や、市役所での翻訳サービスなどを行ってきた
〇子育てや学校、職場環境など生活に関する様々な困りごとの相談が寄せられている
〇地域で外国籍市民と日本人が交流する機会を目にすることが少ない
〇多文化共生に関して、これらの現状や課題を分析し、計画的に市としての取組みを整理したものがなかった
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

高浜市に住む外国籍市民が地域の一員として安心して生活でき、すべての市民が互いの文化や習慣を理解しあうことができる地域社会の実現に向けて、「高浜市多文化共生推進プラン」を策定する。

2．計画期間　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
〇本計画は第7次高浜市総合計画を上位計画とする個別計画として位置付ける
〇計画期間は2024年度から2032年度までとし、2027年度を目途に見直し予定
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3．構成案　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（１）計画の策定にあたって
①策定の経緯
②計画の位置づけ・期間
（2）高浜市の現状
①外国籍市民に関する各種統計データ
②愛知県が実施したアンケート結果
③現状のまとめ　
（3）多文化共生実現に向けて
　①基本理念
　②基本方針
　③成果指標
[bookmark: _GoBack]④実現への取組み
　（４）各主体の役割

４．委員会で話し合うこと　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
【第1回】
〇高浜市の現状を知ってもらい、各委員のそれぞれの立場で率直な意見交換を行う
〇現状と課題を踏まえて、多文化共生社会の実現に向けて高浜市で取組むべき内容についての意見交換を行う
【第2回】
〇第1回の委員会の意見を踏まえ作成した、計画（案）をもとに意見交換を行う。

５．策定までの流れ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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